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日本産のブタクサ CAmbrosia elatior, Short ragweed) の花粉を材料とした。
非脱脂 Short ragweed pollen を約20倍量の 0.1 N-HCl にて 3rc， 48 時間抽出し，その上清
或いは漉液を N-NaOH にて pH7.0 に調整し，中性にて生ずる沈澱を除き，その上清に等量の飽和
ピクリン酸を加えると黄色沈澱を生ずる。本沈澱を 0.1 N-NaOH にて溶解して pH7.0 とし，こ
の溶液に約10倍量のアセトンを加えるとアセトン沈澱を生ずる。本沈澱を集めてアセトン処理をく
り返し脱ピクリン酸を行ない，最後にエーテノレにて洗って乾燥し，少量の 0.01 N-HCl にて溶解し，
0.001 N-HCl に対し透析し，透析内液画分を凍結乾燥した。一方，透析外液画分には再び飽和ピク
リン酸処理を加えて少量の沈澱を回収した。この透析内液画分の凍結乾燥粉末を Ragweed Active 
Protein or Peptidp (RAP) と名づけたが，その収量は 1.5g の花粉から 16mg であった口
-125 ー
RAP の化学的組成としては， TotalN = 10. 7必， ProteinN = 7.2 %，糖は Glucose 換算量にて7.0
%で，水に易溶である O
2) RAP の皮内反応活性と，その臨床的反応
RAP を生理的食塩水にて溶解し，一部を細菌漉過膜を通すことにより無菌化し，一部を100 0C ，
30分間の加熱により滅菌し，皮内反応液として用いた口本反応液の 0.02ml を前腕屈側の中央に皮
内注射し， 15分後に生じた発赤及び膨疹の縦横径をそれぞれ測定し， RAP の皮内反応活性を検討
した。その結果，
i) プタクナ花粉症患者についての反応より RAP は 0.2'"'"'2.0μg (0.02ml 中に含有)で特異的な
皮内反応活性を有することを確認した。
i) RAP の皮内反応活性は100 0C ， 30分間の加熱によっても全く影響を受けない。
ii) RAP の皮内反応活性は凍結乾燥粉末の状態での 1 年間の保存では全く影響を受けない。
iv) プタクナ花粉の粗抽出液 (D.P 液抽出エキス)との活性の比較では， TotalN 量で比較する





肺吸虫々体のアセトン粉末 0.6g を材料に， RAP の場合と同ーの方法を用いて皮内反応抗原を抽
出精製した。この場合には，透析内液凍結乾燥粉末として 88.2mg を，透析外液画分として 18.2
mgを得た。これらは， 11'"'"'13%の TotalN 及び 6'"'"'7%の ProteinN を含有し，水ないし弱アノレカ
リに易溶である D 本皮内反応活性因子を Paragonimus Active Protein or Peptide(PAP) と命名
し，その活性テストと臨床的応用実験を肺吸虫症多発地域の住民約 3， 000名について施行した。そ
の結果，
i) PAP の透析内液画分と外液画分の活性は互によく相関し，いずれも 1μgの量で皮内反応活性
を示すこと。





















応抗原は 0.2μg の量で皮内反応活性を示し，また肺吸虫々体より得られた皮内反応抗原は 1μg で活
性を示し，肺吸虫症の集団検診の成績より，本抗原による皮内反応は従来の粗抽出液抗原を用いた皮
内反応よりも患者発見の的中率がはるかに良く，スクリーニングテストに極めて有効であると言え
る。
本論文は以上の諸点、を明らかにし，これらの皮内反応抗原が臨床的応用に有効であることを主張し
ており，学位論文として妥当なものと考える o
-127-
